
県
本
部
現
業
評
議
会
は
12

月
９
日
「
定
期
大
会
」
を
開

催
し
６
単
組
21
人
が
参
加
。

県
本
部
役
員
が
「
一
番
住
民

に
身
近
な
の
が
現
業
職
場
。

人
口
減
少
だ
か
ら
こ
そ
『
公

務
の
役
割
』
が
求
め
ら
れ
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
「
正
規
採
用

実
現
・
要
求
前
進
の
カ
ギ
は
、

職
場
が
団
結
し
、
み
ん
な
で

要
求
し
続
け
る
こ
と
」
な
ど

の
運
動
方
針
を
提
案
。
参
加

全
単
組
が
発
言
し
報
告
・
議

案
を
承
認
し
、
新
役
員
を
選

出
。
最
後
に
杉
之
内
副
会
長

が
「
正
規
採
用
・
人
員
増
が

課
題
。
一
段
ず
つ
地
道
に
頑

張
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

『
団
結
が
ん
ば
ろ
う
』
で
閉

会
し
ま
し
た
。

県
本
部
書
記
部
会
は
12
月

16
日
「
総
会
」
を
開
催
し
11

単
組
17
人
が
参
加
。
『
書
記

部
会
要
望
書
䢣
よ
り
良
い
書

記
局
運
営
を
し
て
い
く
た
め

の
要
望
』
を
１
月
県
本
部
執

行
委
員
会
で
県
本
部
委
員
長
・

書
記
長
に
提
出
し
、
書
記
を

雇
用
す
る
単
組
委
員
長
・
書

記
長
に
も
提
出
す
る
こ
と
を

確
認
。
「
２
０
１
８
年
県
本

部
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な

ど
相
談
し
、
代
表
世
話
人
も

選
出
。
続
い
て
「
自
治
労
連

共
済
制
度
改
定
学
習
会
」
で

は
、
峰
平
書
記
（
西
予
）
が

「
現
行
と
改
定
内
容
の
説
明
」
、

前
川
書
記
（
県
本
部
）
が

「
実
務
上
の
留
意
点
」
、
大

西
書
記
（
新
居
浜
）
が
「
加

入
証
書
説
明
」
を
行
い
意
見

交
換
。
夕
方
交
流
会
も
行
い

ま
し
た
。

現
業
評
議
会
は
12
月
27
日

「
県
教
育
委
員
会
・
学
校
給

食
担
当
課
要
請
」
を
行
い
、

５
単
組
９
人
が
参
加
。
①
栄

養
教
諭
・
職
員
の
配
置
状
況

と
正
規
増
員
、
②
作
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
統
一
、
③
地
産
地
消

の
推
進
、
④
正
規
調
理
員
が

い
な
い
調
理
場
の
解
消
、
⑤

調
理
場
の
作
業
環
境
や
労
働

時
間
管
理
の
改
善
な
ど
要
望

し
、
各
調
理
場
の
実
状
を
伝

え
ま
し
た
。

《
県
教
委
見
解
》
栄
養
士
定

数
は
改
善
が
必
要
と
認
識
し
、

県
か
ら
も
国
に
対
し
要
望
し

て
い
る
。
県
内
産
品
の
使
用

は
食
材
ベ
ー
ス
で
37
・
４
％

（
穀
類
46
％
、
野
菜
45
％
、

果
樹
60
％
、
肉
類
58
％
）
で

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

熱
中
症
予
防
や
一
酸
化
炭
素

中
毒
事
故
防
止
な
ど
市
町
に

注
意
喚
起
し
て
い
る
。
調
理

員
採
用
や
勤
務
条
件
は
市
町

が
判
断
し
決
定
す
る
も
の
。

（
文
責
県
本
部
）

西
条
市
職
労
は
12
月
19
日
、
保
育
部
主
催
の
「
研
修
会
＝

講
演
会
」
を
開
催
し
、
市
内

の
公
立
・
私
立
の
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
１
２
０
人
が
参

加
。
講
師
は
10
月
に
Ｔ
Ｖ
番

組
『
マ
ツ
コ
の
知
ら
な
い
世

界
』
に
出
演
し
た
原
坂
一
郎

先
生
。
先
生
は
関
西
初
の
男

性
保
育
士
と
な
り
23
年
過
ご

し
、
『
こ
ど
も
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
』
に
。
「
笑
い
と
笑
顔
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
全
国
で
子

育
て
に
関
す
る
講
演
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
「
聴

く
だ
け
で
保
育
が
楽
し
く
な

る
話
」
を
み
ん
な
で
考
え
な

が
ら
楽
し
く
学
習
。
「
レ
モ

ン
テ
ィ
ー
と
言
う
だ
け
で
笑

顔
が
作
れ
る
」
「
先
生
が
笑

顔
だ
と
、
子
ど
も
も
笑
顔
に

な
れ
る
」
な
ど
の
話
が
参
加

者
に
大
好
評
で
し
た
。

自
治
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

は
12
月
２
日
「
第
29
回
定
期

総
会
・
事
前
会
議
」
を
徳
島

市
で
開
催
し
４
県
65
人
が
参

加
。
午
前
の
事
前
会
議
で
部

評
の
総
会
・
交
流
会
を
行
い
、

職
場
状
況
や
単
組
活
動
を
交

流
。
午
後
の
学
習
会
で
自
治

労
連
本
部
の
松
尾
中
央
執
行

委
員
が
『
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
に
向
け
た
要
求

課
題
と
組
織
対
策
』
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
続
く
定
期
総
会

で
は
経
過
・
決
算
報
告
、
方

針
・
予
算
提
案
を
受
け
各
県

代
表
な
ど
が
発
言
。
議
案
を

採
択
し
新
役
員
を
選
出
。
最

後
に
筒
井
新
議
長
が
「
『
四

国
は
ひ
と
つ
』
で
自
治
労
連

の
運
動
も
組
織
も
前
進
を
！

10
月
６
～
７
日
高
知
開
催

『
全
国
自
治
研
集
会
』
を
四

国
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
よ
う
」

と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

（１） 第４９２号 自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 １月１５日

第 ４９２ 号

日 程

【１月】
12 県本部拡大執行委員会

愛媛労連新春宣伝行動
愛媛労連合同旗びらき

14 女性部定期大会
19 南予総支部代表者会議

（西予）
20 青年部フットサル大会

（内子）
医療介護評幹事会（内子）
自治労連公企評政府要請

25 自治労連中央委員会
（千葉県柏市～26）

27 愛媛労連中央委員会
29 自治労連医療評政府要請
【２月】
３ 青年部反核へんろ

（宇和島～西予）
青年部幹事会（西予）

６～県本部統一要求提出

10 県本部中央委員会
労働安全衛生学習会

16 自治労連共済学校
（山梨～17）

19～愛媛労連春闘キャラバン
20 東予総支部代表者会議

（西条）



み
ど
り
苑
労
組
は
11
月
24

日
「
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
説

明
会
」
を
開
催
し
８
人
が
参

加
。
共
済
本
部
『
実
感
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
に
つ
い
て
、
坂

本
委
員
長
か
ら
「
組
合
員
に

も
話
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

が
あ
り
実
施
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
内
容
や
県
内
単
組

の
と
り
く
み
、
支
援
内
容
を

説
明
。
い
ろ
ん
な
質
問
に
県

本
部
担
当
者
が
答
え
「
最
低

保
障
基
準
を
ク
リ
ア
す
れ
ば

告
知
該
当
者
も
入
れ
る
『
助

け
あ
い
の
共
済
』
で
す
。
仲

間
を
増
や
し
全
員
の
加
入
を
」

と
ア
ピ
ー
ル
。
坂
本
委
員
長

が
「
本
人
や
組
合
の
持
ち
出

し
な
し
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
期
間

中
保
障
が
あ
る
し
、
何
よ
り

告
知
該
当
の
人
が
み
ん
な
の

協
力
で
入
れ
る
の
が
い
い
。

組
合
員
全
員
に
知
ら
せ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、
説
明
会

後
「
組
合
員
懇
親
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労

は
11
月
25
日
「
大
阪

Ｕ
Ｓ
Ｊ
親
睦
旅
行
」

を
開
催
し
、
家
族
含

め
33
人
が
参
加
。
Ｕ

Ｓ
Ｊ
は
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
大
き
な

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

や
サ
ン
タ
の
格
好
を

し
た
ク
ル
ー
に
「
よ

う
こ
そ
Ｕ
Ｓ
Ｊ
へ
！
」

と
出
迎
え
て
も
ら
い
、
一
足

早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味

わ
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
も
「
楽
し
み
に
し
て
た

よ
」
の
声
が
聞
け
て
よ
か
っ

た
で
す
。
帰
り
の
バ
ス
の
中

で
は
「
仕
事
の
締
め
切
り
と

行
事
に
会
議
な
ど
重
な
り
、

帰
っ
て
か
ら
の
仕
事
が
大
変

…
」
と
の
参
加
者
が
「
ほ
ん

の
一
時
の
休
息
と
し
て
Ｕ
Ｓ

Ｊ
へ
の
組
合
親
睦
旅
行
へ
の

参
加
が
で
き
、
組
合
に
加
入

し
て
い
て
よ
か
っ
た
。
今
日

は
楽
し
い
時
間
を
す
ご
せ
て

あ
り
が
と
う
」
と
感
想
を
も

ら
い
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
12
月
16
日

「
青
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
。
当
日
は
市
の
別
の

行
事
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者

は
９
人
と
少
な
め
で
し
た
が
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
ず
玉
岡
青
年
部
長
が
「
上

位
３
人
に
は
豪
華
な
景
品
を

進
呈
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
ゲ
ー
ム
を
開
始
。
途
中
、

職
歴
の
長
い
Ｓ
氏
が
『
大
人

げ
な
く
』
リ
ー
ド
す
る
と
、

「
そ
ん
な
に
景
品
が
ほ
し
い

の
か
ー
！
」
と
い
う
声
も
。

２
ゲ
ー
ム
終
了
時
点
で
ラ
ン

キ
ン
グ
を
決
定
、
青
年
部
長

に
よ
る
成
績
発
表
と
景
品
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
み
ん
な
が
投
げ
る
た
び
に

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
年
末
の

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
婦
人
部
は

12
月
17
日
、
恒
例
の
「
愛
彩

会
」
を
開
催
し
職
員
家
族
含

め
て
１
６
３
人
が
参
加
。
今

年
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

婦
人
部
が
要
求
し
て
き
た

「
育
休
代
替
の
正
規
配
置
」

が
実
現
し
た
記
念
す
べ
き
年

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
遽

実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
食
事
に
加
え
、
体

育
館
で
子
ど
も
た
ち
と
の
遊

び
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
か
ご
づ

く
り
、
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン

グ
な
ど
身
も
心
も
ほ
っ
こ
り

癒
さ
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
も

新
居
浜
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

真
鍋
華
実
さ
ん
の
素
敵
な
歌

声
が
愛
彩
会
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ

た
『
み
き
ゃ
ん
』
の
登
場
に

子
ど
も
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。

大
人
も
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔

満
開
の
す
て
き
な
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

内
子
町
職
女
性
部
は
12
月

12
日
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り
」
を
実
施
。
師
走
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
職
・

保
健
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
と
様
々
な
職
種
の
組
合

員
14
人
が
参
加
。
ポ
ン
ポ
ン

毛
糸
を
12
個
つ
く
り
、
円
状

の
針
金
に
結
び
付
け
て
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
に
し
て
い
き

ま
す
。
ポ
ン
ポ
ン
毛
糸
づ
く

り
で
は
慣
れ
な
い
道
具
に
苦

戦
し
ま
し
た
が
、
コ
ツ
を
掴

む
と
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
が

で
き
、
予
定
の
数
以
上
完
成

さ
せ
た
人
も
。
１
時
間
半
の

短
い
作
業
時
間
で
し
た
が
、

『
色
・
大
き
さ
・
形
』
と
そ

れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
リ
ー

ス
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
子
ど
も
さ

ん
の
参
加
も
あ
り
、
お
母
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
作
業
す
る

姿
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
12
月
22
日
、

毎
年
恒
例
の
「
青
年
部
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催

し
、
１
年
目
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

職
員
ま
で
21
人
が
参
加
。
青

年
部
代
表
が
乾
杯
の
音
頭
を

と
り
、
ス
テ
ー
ジ
の
出
し
物

で
は
「
バ
ン
ド
演
奏
」
「
お

笑
い
ネ
タ
」
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

な
ど
で
会
場
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
普
段
見
れ
な
い
一

面
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
楽

し
い
時
間
を
共
有
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
に
。
今
年

も
昨
年
同
様
、
ス
テ
ー
ジ
に

持
ち
寄
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

並
べ
「
よ
ー
い
ド
ン
」
で
好

き
な
も
の
を
取
る
『
斬
新
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
』
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
毎
年
参
加
し
て
い
る
が
、

今
年
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

■
寒
く
な
り
乾
燥
し
た
日
が

続
き
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
年
始

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

（
西
予
・
田
中
）

■
平
成
29
年
も
無
事
に
…
と

は
言
い
難
い
で
す
が
、
何
と

か
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
は

慢
性
的
な
人
手
不
足
が
解
消

で
き
ま
す
よ
う
に
。

（
今
治
・
白
石
）

■
冬
本
番
に
な
り
、
仕
事
場

で
は
防
寒
対
策
を
万
全
に
し

て
、
た
く
さ
ん
着
込
ん
で
ダ

ル
マ
の
よ
う
に
な
っ
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
某
メ
ー
カ
ー

の
肌
着
の
出
番
で
す
。

（
西
条
・
宮
城
）

■
同
僚
に
勧
め
ら
れ
、
11
月

25
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
ま
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
飾
っ
た
こ
と
の
な
い
私
で

し
た
が
、
先
生
が
上
手
に
教

え
て
く
だ
さ
り
、
す
て
き
な

リ
ー
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

少
し
早
い
か
な
と
思
い
な
が

ら
、
自
宅
に
帰
っ
て
す
ぐ
、

玄
関
ド
ア
に
飾
り
ま
し
た
。

（
宇
和
島
病
院
・
河
辺
）

■
市
内
駅
伝
大
会
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

男
子
の
部
で
悲
願
の
初
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
土
佐
弁

で
言
う
と
ひ
せ
く
っ
た
ち
や
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛（２）第４９２号 ２０１８年 １月１５日

■
４
９
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
メ
イ
タ
ン
テ
イ
コ
ナ

ン
」
（
名
探
偵
コ
ナ
ン
）
で

し
た
。
正
解
は
11
通
で
し
た
。

正
解
者
の
な
か
か
ら
５
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

河
辺

志
帆
（
宇
和
島
）

井
上

裕
也
（
西

予
）

白
石

聡
（
今

治
）

小
林

弘
樹(

津
島
吉
田)

宮
城

恵
子
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
２
月
27
日
【
発

表
】
４
９
４
号
（
３
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①生みの親より○○○○○○

④能の曲目。二番目物。出典は『平家物

語』、平安末期の武将・斎藤○○○○

⑦土地や岩石を掘りうがつこと

⑧最初に言い提案した人が○○○○っぺ

⑨はんこのこと

【タテのカギ】

①全集など全巻にわたって、項目や字句

が検索できるよう作られた索引

②天目茶碗をのせる台

③竜宮城には○○姫が

⑤「情」「忙」の部首は○○○○偏

⑥木をむし焼きにして作った燃料。すみ

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

俳
人
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


